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1図書館の運営委員会に顔を出しているせいか，
「つくばね」への投稿依頼を頂戴してしまった。
しかも「巻頭言」を書けとのお達し。気楽に書い
て出せばそれでお役御免，とたかをくくっていた
のだが，依頼状に添付された前号の山内芳文図書
館長の文章を拝読すると，ヨーロッパ中世の図書
館の歴史についての蘊蓄と，未来のあるべき図書
館についての見識が披瀝されている。これは大変
だ。見劣りしない文章を書くにはどうしよう，と
「熟慮に熟慮」を重ねた結果，書物に関わる私の
個人的な記憶を拠り所とした文章を書くしかな
い，という必然的結論に達したのである。そうい
う訳で，いまから私は，地震のとき本は凶器と化
す，ということについてお話ししようと思う。
それまで長方形だった私の神戸の自宅は，1995
年 1 月17日早朝の大地震で平行四辺形に一次変換
されていた。「ほぞ」がすべて破壊されているの
で修復は不可能と言われ，二ヵ月程してからブル
ドーザーで解体してもらい，いまは駐車場になっ
ている。
家族に連絡をとろうとしても電話が通じない，
という「懊悩の一夜」を過ごしてから，地震の二
日後に神戸に入った。しかし内部の片付けには難
儀した。本の散乱がただごとではないのである。
父親が本好きで大量の本が本棚に載っていたのだ
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が，それが全部落ちて足の踏み場もない。それだ
けならまだしも，奥の部屋の本も落下し積み重な
り，それがドアを向こう側から圧迫しているため
に，どうしても中に入れないのである。出火し，
中に人がいたら，ドアをとうせんぼしている本に，
確実に殺られる。
本は曲者である。本棚に戻そうとしても，その
本棚が倒れ損壊している。床のどこかに置こうに
も，割れたガラス等が散乱して置き場もない。も
のを片付けるには，片付いた時点でそれが占める
空間の何倍もの空間が，途中の段階で必要という
ことらしい。私は早々に諦めた。総合的に考える
と，本をいちいち救済するよりも廃棄したほうが
得策だ，と。よほどの貴重書なら別だろうが，労
力・時間・コストを考えると，廃棄するほうが正
しいこともあるのである。（これは古書店の関係
者から聞いた話だが，神戸の有力な古書店は，店
舗も倉庫も多大の被害を受けたのだが，復旧のた
めということで，書物を一旦全部売却したそうで
ある。ゼロにしてしまった方が，事業の再建にと
って効率的ということらしい。その影響で，全国
の古書価格が一時下がったとも。）
地震の教訓が三つある。本立てはオープン型が
良い。箱式で鍵を掛けたりするのは，転倒・転落
したときに，本の重量をもろに受けるので非常に
危険である。（ロッカーに本を詰め込んで二段に
積むに至っては，「自殺行為」としか言いようが
ない。満杯なら200㎏から300㎏はあるだろう。ほ
ら，そこのあなた，そう，あなたですよ，そんな
ところに座ってどうするの。後のロッカーがあな
たの首をへし折ろうと狙っていますよ。）
教訓その二。本を押入に入れるのなら，下の段
は避けるのがよい。激震では真ん中の棚がかなら
ず落ちる。下の本に多大の重圧がかかり，押して
も引いても微動だにしない。無理をすれば本を抜
けなくはないだろうが，そのために天井が落ちて
きたらどうする？私はこれで三十数巻の「グリム
のドイツ語大辞典」の復刻版と生き別れした。
教訓その三。寝室に本立てを置いてはならない。
天井の梁や漆喰が落下するとせよ。部屋の真ん中
であなたは寝ている。梁や漆喰はあなたを直撃し
ないかもしれない。しかしそこに本立てがあった
としたらどうだろうか。あなたの上に本立てが倒
れかかり，その本立てのうえに梁や漆喰が落下す
るという経過をとれば，本立てを仲立ちとして天
井の重量があなたの上にのしかかるのである。四
畳半や六畳程度の狭い部屋の場合，いま述べたよ
うなことが起こる可能性はけっして低くない。
週刊誌〈読売ウイークリー 8 月19日号〉による
と，フィリピンプレートに押されて起こるユーラ
シアプレートの歪みが小さくなってきたそうだ。
こらえきれなくなってピョンと跳ね返る可能性
（つまり東海地震の可能性）が高まったと見る専
門家もいるというのだが，どうなんだろう。専門
家が「来る」と言って来なかったら，まずいこと
になる。しかし「来ない」と言って来たら，もっ
とまずいことになる。非常に発言しにくい分野だ。
結局，個々の人間の判断なのか。しかし神戸で，
積んであった旧国鉄の枕木が真横に15メートルも
吹っ飛んでいたのを眼にした者としては，悪い方
の可能性に賭けざるを得ないのである。
人は本の重さについて錯覚に陥りやすい。先程
も満杯のロッカーが200㎏から300㎏はあると言っ
たが，個々の本が比較的軽いので，集団となった
ときの本の重さを人は過小評価しがちなのであ
る。私は最近引っ越しをしたのだが，本だけでダ
ンボール箱で約100個になった。仮に一つ当たり
30㎏とすると，えーと，30×100＝3000㎏。とい
うことは，私は約 3 トンもの本について，埃をは
たき，箱に納め，ガムテープで封鎖し，何段かに
積み，今度はまた箱を開き，取り出し，書架に置
くという行為を繰り返したということである。左
膝の関節付近にしびれが残り，神経の痛みが走る
のも，けっして不思議ではない。（ただ３トンの
うち，私がすでに何トン読んだのかという点につ
いては，心の平静のために，努めて考えないよう
にしている。）
本には危険な一面がある。（邪悪と言ってもよ
いかもしれない。）しかし筑波大学図書館につい
ては，以上述べたような事態はまず考えられない。
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地震のとき，棚から相当数の本が落下することは
避けられないだろうが，しかし棚には釘で固定す
る等々の手を打ってあるそうだし，空間的にもゆ
とりを持たせてあるから，命に関わるような被害
はおそらく出ないだろう。
話は変わるが，私の出身高校の同窓会誌によれ
ば，学校のなかで卒業生にとってもっとも思い出
深い建物は何かという問いに，図書館を挙げる声
がもっとも多かったという。たいした建物ではな
い。100平米程度の倉庫みたいなもので，外壁に
少し「新古典主義的」な飾りものがついていると
いうだけなのだが，両方に植物が繁茂する階段を
登ると，そこに踊り場があり，左に折れてまた階
段を登ると正面玄関が見える，という作りが嬉し
かった。折れる階段は興奮する。いまは空だが，
人気が高いので記念に残してあるとのこと。しか
し私の出身高に限らず，一般に図書館は卒業生に
とってもっとも人気のある建物ではないだろか。
教育目的の施設なのだが，実際の使われ方はそれ
に止まらない。教室の延長でありながら，教室と
は性格を大きく異にしている。情報収集を別とし
て，この超‐教室の重要な機能は二つ。一つは，
クラスなり学群という小単位を越えたコミュニケ
ーションの共通の場を提供すること。私の経験を
省みても，図書館によって学生相互の交流頻度は
増加する。もう一つは，学生に教室という現場か
ら一歩か二歩ぐらい身を引いたところに自分を置
き，それとは異なる次元で，そしてそれとは異な
る光の下で思索することを促す点にある。そのよ
うな仕方で図書館は教育を「立体化」するので，
教育上この施設は（いまさら言うまでもないこと
だが）大学にとって必要不可欠なのである。
（かねだ・ちあき　芸術学系教授）
明治検定期の修身教科書にみる徳目の多様性
外 池　　 智
「君ニ忠ニ親ニ孝ニ夫婦相和シ恭倹己ヲ持シ博
愛衆ニ及ホス」。これは，今年三月に筑波大学最
高齢で博士（学術）を授与された朝倉隆太郎氏を
お送りした車中で伺った言葉である。1958（昭和
33）年の「道徳」新設に，文部省において中心的
に関った朝倉氏は，戦前には序列化されていた徳
目をどのように平等に配列するか苦心したとい
う。例えば戦前においては，「親ニ孝ニ夫婦相和
シ」であるので，夫婦仲睦まじいのはよい事であ
るが，親の前では慎むもの，また「夫婦相和」す
ことより親への孝を優先させるものとされた。ま
た「君ニ忠ニ親ニ孝ニ」というように，その親へ
の孝よりも「君」への忠が優先されていた。すな
わち，それぞれの徳目が平等に配列されるのでは
なく，序列化され，学校教育の修身を中心として
教えられていたのである。
こうした徳目の序列化は，教育勅語に始まり，
その一元化は教科書の国定化に遡る事ができる。
教科書国定制度は1903（明治36）年に定められた
が，小学校の教科書，なかでも修身教科書を国定
にすべきとの意見は早くから出されていた。修身
教科書は，国民思想の基本となる教科書として重
視されたため，早くから最も強く国定の要望がな
されていたのである。修身教科書の国定化により，
取り上げられる徳目の内容とその配列は固定化さ
れた。しかし，国定化以前の検定期（1886-1903）
においては，各教科書毎に取り上げられる徳目は
実に様々な多様性を有していた。本学では，東京
教育大学から引き継いだ宮木文庫を始めとする膨
大な教科書群を有し，こうした検定期の多様な様
相を今日実見可能にしている。
教科書の検定制度は，学校令の交付とともに
1886（明治19）年からはじめられた。元来文部省
は，修身には教科書を用いない方針であったので，
検定開始当初は，修身教科書の検定は行われなか
った。しかし，その後1891（明治24）年に文部省
はこの方針を変え，修身でも教科書を使用するこ
とにしたので，1893（明治26）年頃から検定を受
